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５）地理は，地理 A，同 B のいずれか，地学は地学Ⅰ，
同Ⅱのいずれかを選択した者を履修者とした。
６）扇頂，扇央，扇端という言葉を記入していた学生も存
在したが，それらは単に場所を指す部分名称にしかすぎ
ず，どのような分類の意味を持つのかは説明できていな
かった。
７）2名の学生が U字谷などの全く異なる地形を記述して
いた。
８）侵食・運搬・堆積作用に言及していても，三角州と混
同している学生は除いた。
９）中には，扇状地の形成プロセスや地形的特徴にある程
度言及しながらも，「非常に水はけがよいため，稲作に
適している。」，といったような回答例が複数あり，地理
的思考力以前の問題として，疑問を抱かざるを得ない学
生も存在した。
10）扇状地における農業や水利については，田林（1990，
1991），田林ほか（2003）を参照のこと。
11）藤永（2007b）。
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